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ハイマツの少額′生態，形鯨留どの繚色はノ渚丈殊にようとノ 次のよぅであう。  
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£）家乾者の晩稲管下で巌冬し，約定あば藤雪諜や疏の発さと間藤すう。   

これらに筆者の観察五和とて斉藤すうと′ハイマツの生態・形磨は次のようふなる。  

ハイマソは′㌔ンプラマツ愛野のラうで叢もあ山勘フL北かごか卑し′低木・ほふ  
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⑳動物 とく比れシガラスれよフて′母凝摘草（5最∫¢げCe）かう温く簸れた場叶た凰ば  

れ′壇上官れ′凍他に泉生すうこ乙kょり′贋い）見傾条件ヤ生者溶争レ有利と馨う。  

ぱ′ 上野では伏定温計のみで′下坪では伴食・夏生の稗オ式で更新する  ⑥氷鶴がく  れ  
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